
No.186No.186

広報かけがわ電子版� 検索�

平成28年�平成28年�

�

2月�2月�

1月12日  千浜幼稚園  芋切り干しづくり�1月12日  千浜幼稚園  芋切り干しづくり�



20
感
謝
を
胸
に

　
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

１
１
４
４
人
の
門
出

　

遠
州
の
空
っ
風
が
吹
き
ぬ
け
、
真
冬

の
ピ
ン
と
張
っ
た
空
気
が
新
成
人
の
気

持
ち
を
さ
ら
に
引
き
締
め
ま
す
。

　

平
成
28
年
成
人
式
が
１
月
10
日
、
市

内
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
１

１
４
４
人
（
掛
川
区
域
８
１
６
人
、
大

東
区
域
２
３
２
人
、大
須
賀
区
域
96
人
）。

内
９
６
２
人
が
式
典
に
参
列
し
、
決
意

新
た
に
大
人
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
ス
ー
ツ
や
紋

付
き
は
か
ま
の
男
性
、
振
袖
の
女
性
な

ど
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
新
成
人
が
集
合
。

友
人
と
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
晴
れ
姿

を
撮
影
し
た
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
わ
が
子
の
門
出
を
祝
福
し

よ
う
と
家
族
も
大
勢
駆
け
付
け
、
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
に
納
め
る
姿
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

式
典
で
は
、
恩
師
や
家
族
、
来
賓
ら

が
見
守
る
な
か
、
代
表
が
「
新
成
人
の

誓
い
」
を
読
み
上
げ
、
高
い
志
を
持
ち

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
精
進
す
る
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

松
井
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
両
親
や

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
話
し
た
後
、「
世
界
で
活

躍
す
る
人
に
な
っ
て
掛
川
に
戻
っ
て
き

て
ほ
し
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

山
中
伸
弥
教
授
は
『
若
い
こ
ろ
の
失
敗

特
集
・
平
成
28
年
掛
川
市
成
人
式
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各
会
場
で
実
行
委
員
を
務
め
上
げ
た
み
な
さ
ん
か
ら
、
20
歳
の
決
意
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

特集：成人式　感謝を胸に次のステージへ

１
１
４
４
人
の
門
出

　

遠
州
の
空
っ
風
が
吹
き
ぬ
け
、
真
冬

の
ピ
ン
と
張
っ
た
空
気
が
新
成
人
の
気

持
ち
を
さ
ら
に
引
き
締
め
ま
す
。

　

平
成
28
年
成
人
式
が
１
月
10
日
、
市

内
３
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
新
成
人
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
１

１
４
４
人
（
掛
川
区
域
８
１
６
人
、
大

東
区
域
２
３
２
人
、大
須
賀
区
域
96
人
）。

内
９
６
２
人
が
式
典
に
参
列
し
、
決
意

新
た
に
大
人
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
ス
ー
ツ
や
紋

付
き
は
か
ま
の
男
性
、
振
袖
の
女
性
な

ど
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
新
成
人
が
集
合
。

友
人
と
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
晴
れ
姿

を
撮
影
し
た
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
わ
が
子
の
門
出
を
祝
福
し

よ
う
と
家
族
も
大
勢
駆
け
付
け
、
カ
メ

ラ
や
ビ
デ
オ
に
納
め
る
姿
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

式
典
で
は
、
恩
師
や
家
族
、
来
賓
ら

が
見
守
る
な
か
、
代
表
が
「
新
成
人
の

誓
い
」
を
読
み
上
げ
、
高
い
志
を
持
ち

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
精
進
す
る
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

松
井
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
両
親
や

家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
話
し
た
後
、「
世
界
で
活

躍
す
る
人
に
な
っ
て
掛
川
に
戻
っ
て
き

て
ほ
し
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

山
中
伸
弥
教
授
は
『
若
い
こ
ろ
の
失
敗

向
川
夏
海
さ
ん（
杉
谷
南
）

　
私
は
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
も
っ
た
責
任
あ
る
行

動
と
は
、
た
だ
社
会
の
ル
ー

ル
や
常
識
に
従
う
と
い
う
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人

は
ル
ー
ル
を
作
る
側
で
す
。

自
分
の
目
で
社
会
を
観
察
し
、

大
切
な
こ
と
は
何
な
の
か
を

考
え
、
良
識
あ
る
行
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

川
合
俊
也
さ
ん（
上
西
郷
）

　
こ
の
日
を
も
っ
て
成
人
し

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
20
年

間
、
成
長
で
き
た
こ
と
は
私

一
人
の
力
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
両
親
、
先
生
、
地
域

の
方
々
や
友
人
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
の
お
か
げ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
感

謝
と
と
も
に
、
明
る
く
楽
し

い
人
生
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

戸
塚
美
咲
さ
ん（
沖
之
須
）

　
無
事
、
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
今
ま

で
支
え
て
く
れ
た
た
く
さ
ん

の
方
々
の
お
か
げ
と
思
い
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
ま
す
。
少
し
ず

つ
成
長
し
て
い
く
私
た
ち
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
村
健
さ
ん（
沢
上
町
出
身
）

　
こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
い

つ
も
一
番
近
く
で
見
守
っ
て

く
れ
た
家
族
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
今
ま
で
一
緒
に
過

ご
し
て
く
れ
た
仲
間
た
ち
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
を
大
切

に
し
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

上
地
あ
さ
き
さ
ん（
大
坂
出
身
）

　
私
が
無
事
成
人
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
、
家
族
や
友
人
、

周
り
の
方
々
の
助
け
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

そ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

を
支
え
て
あ
げ
ら
れ
る
側
に

な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。
そ
し
て
、
大
人
と
し
て

恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
々
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

石
川
翔
さ
ん（
中
方
）

　
こ
れ
ま
で
は
、
自
分
の
中

で
は
成
人
を
迎
え
る
こ
ろ
に

は
心
身
と
も
に
大
人
に
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
ま

だ
ま
だ
子
ど
も
な
部
分
が
多

い
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
成
人
と
し
て
責
任
が
伴

う
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
行

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

む
か
い
が
わ

な
み

つ
ば
さ

た
け
し
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は
財
産
。
失
敗
し
て
成
功
す
る
』
と
言

っ
て
い
る
。
み
な
さ
ん
の
特
権
は
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
こ
と
。
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
、
掛
川
市
に
大
き
な

力
を
与
え
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ

を
聞
く
新
成
人
の
真
剣
な
表
情
か
ら
、

大
人
と
し
て
の
決
意
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
各
会
場
で
は
新
成
人
の
代
表

で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た

イ
ベ
ン
ト
も
披
露
。
思
い
出
の
詰
ま
っ

た
写
真
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
恩
師
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
る

と
、
懐
か
し
い
記
憶
と
と
も
に
会
場
が

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
中
学
卒
業
以
来
と

な
る
恩
師
や
友
人
と
の
会
話
に
終
始
笑

顔
を
み
せ
た
新
成
人
。
そ
れ
を
見
守
る

家
族
た
ち
。
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
、
大
切

な
日
を
記
録
と
記
憶
に
残
し
ま
し
た
。

縁
の
下
の
力
持
ち

　

華
々
し
く
開
催
さ
れ
た
各
会
場
の
式

典
の
裏
に
は
、
多
く
の
「
縁
の
下
の
力

持
ち
」
が
い
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
。
若
者
の
新

た
な
門
出
を
気
持
ち
よ
く
送
り
出
そ
う

と
「
着
付
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
各
会

場
で
待
機
。
休
憩
時
間
に
着
物
の
帯
や

は
か
ま
の
着
崩
れ
を
直
す
な
ど
、
き
め

細
や
か
な
心
づ
か
い
で
温
か
く
見
守
り

続
け
ま
し
た
。

　

大
東
・
大
須
賀
会
場
で
は
、
参
加
者

の
後
輩
と
な
る
中
学
生
が
、
案
内
や
受

付
、
記
念
品
の
手
渡
し
な
ど
で
お
出
迎

え
。
生
徒
か
ら
の
お
も
て
な
し
に
、
先

輩
た
ち
も
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
や
さ
し
く
声
を
掛
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
須
賀
会
場
で
は
中
学
生
た

ち
の
「
い
き
わ
く
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」
が

素
敵
な
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ

か
、
有
志
に
よ
る
呈
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
色
い
っ
ぱ
い
の

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
の
出
来
事

　

新
成
人
の
生
ま
れ
た
平
成
７
年
度
は
、

野
球
の
野
茂
英
雄
投
手
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
で
日
本
人
初
の
新
人
王
獲
得
、
テ
ニ

ス
の
松
岡
修
造
選
手
が
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド

ン
選
手
権
大
会
で
日
本
人
男
子
62
年
ぶ

り
ベ
ス
ト
８
、
将
棋
の
羽
生
善
治
さ
ん

が
王
将
位
を
獲
得
し
史
上
初
の
七
冠
達

成
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ

ン
デ
バ
ー
」
に
若
田
光
一
さ
ん
が
日
本

人
初
の
乗
船
、
九
州
自
動
車
道
全
線
開

通
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
和
田
岡
古
墳
群
が
国
史

跡
に
指
定
、掛
川
城
大
手
門
と
番
所
復
元
、

太
平
洋
自
動
車
道
橋
「
潮
騒
橋
」
が
開

通
し
た
年
で
し
た
。

式典を支えたみなさんから

新成人へのお祝いメッセージ

地域の孫におばあちゃんから抹茶のおもてなし
呈茶ボランティア　綱取順子さん（横須賀・前列右）

着物を好きになってもらうためのお手伝いかな
着付けボランティア　小池礼子さん（旭ヶ丘・左）・大関志図さん（柳町・右）

　大須賀会場では、昨年から「おもと
茶道クラブ」の有志で呈茶を行ってい
ます。これはお茶文化を広めたいとか
ではなく、「最近の着物がきれいだか
ら間近で見たいよね」の一言から、お
抹茶の呈茶をしながら楽しもうとなっ
たんです。親だけでなく、地域のみん
なで見守るのもいいよねって。

　作法など堅苦しいことは抜きにし
て、お茶を楽しみながら話をしたこと
が思い出になればうれしいです。将
来、「おばあちゃんたちにお茶を出し
てもらったな。いい町で生まれたな」
と思ってもらえたら、また、その思い
がその子どもにも伝るように、これか
らも継続していけたらと思います。

　着付けボランティアは、式の最中や
休憩時間に着崩れてしまった着物や帯
を整えるお手伝いをしています。成人
式は生涯で一度だけ。帯とかを少し直
す程度ですが、その子にとっては大切
な瞬間をいい思い出で送り出してあげ
られたらと思います。
　着物は日本独自の民俗衣装というこ

とも、この機会に知ってもらえたらう
れしいです。着るとき、場所、場合に
よって異なる決まりがあり、奥が深い
ものです。今は帯の結び方のバリエー
ションが豊かになりました。新成人の
みなさんが着物に興味を持ち、普段か
ら着物を着たり、着付けの道に進んで
くれたりしたらうれしいですね。

しず
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す
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。
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か
ら
の
お
も
て
な
し
に
、
先

輩
た
ち
も
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
や
さ
し
く
声
を
掛
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
須
賀
会
場
で
は
中
学
生
た

ち
の
「
い
き
わ
く
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
」
が

素
敵
な
演
奏
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ

か
、
有
志
に
よ
る
呈
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
る
な
ど
、
地
域
色
い
っ
ぱ
い
の

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
の
出
来
事

　

新
成
人
の
生
ま
れ
た
平
成
７
年
度
は
、

野
球
の
野
茂
英
雄
投
手
が
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
で
日
本
人
初
の
新
人
王
獲
得
、
テ
ニ

ス
の
松
岡
修
造
選
手
が
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド

ン
選
手
権
大
会
で
日
本
人
男
子
62
年
ぶ

り
ベ
ス
ト
８
、
将
棋
の
羽
生
善
治
さ
ん

が
王
将
位
を
獲
得
し
史
上
初
の
七
冠
達

成
、Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
エ

ン
デ
バ
ー
」
に
若
田
光
一
さ
ん
が
日
本

人
初
の
乗
船
、
九
州
自
動
車
道
全
線
開

通
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
和
田
岡
古
墳
群
が
国
史

跡
に
指
定
、掛
川
城
大
手
門
と
番
所
復
元
、

太
平
洋
自
動
車
道
橋
「
潮
騒
橋
」
が
開

通
し
た
年
で
し
た
。

ふるさとへの思い、感謝の気持ちを大切に
中学校恩師　森下隆先生（H22：桜が丘中・現：大浜中）

　私たちが小学校1年生のときに 6年
生だった地域の先輩たちや親戚が参加
する成人式。「おめでとうございます」
と笑顔で心を込めてあいさつするよう
に、また、スムーズな受付ができるよ
うに心がけました。
　知っている地元の方も多く、「忙し
い受験生なのにありがとう」とやさし

く声をかけてくれて、うれしかったで
す。みなさんの表情は、これまで見た
中で一番輝いていましたし、中学卒業
以来の再会を喜ぶ様子はとても印象的
でした。5 年後、自分たちもみなさん
のように成人式で輝けるように、長所
を伸ばしながら目標に向かってがんば
りたいと思います。

　みなさんは20歳になり、社会人と
しての責任を果たさなくてはなりませ
ん。会社や学校、地域などフィールド
はさまざまですが、大人として大切な
のは感謝の気持ち。周りの人、育てて
もらった人、支えてもらった人への感
謝の気持ちを忘れないようにしてくだ
さい。そうすれば、お互いに支え合え

るようになり、周りから頼られる人間
に成長することができます。
　地元を離れているみなさんも、生ま
れ育った「ふるさと掛川」への思いを
大切にしてください。そして、いつの
日かこの地に戻り、仲間同士が再び力
を合わせて地域を盛り上げてもらえた
らと思います。

「おめでとうございます」を笑顔で心込めて
中学生ボランティア　城東中3年　鈴木琴美さん（左）・石本蓮さん（右）

特集：成人式　感謝を胸に次のステージへ
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地
域
で
頼
れ
る
相
談
相
手�

��

民
生
委
員
・
児
童
委
員�

�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
昨
今
。
子
育
て
や
介
護
、

求
職
な
ど
周
囲
に
相
談
で
き
ず
、
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
事

例
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
市
役
所
や
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

地
域
で
活
躍
す
る
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
�

福祉課（　21-1140）�
�
�
�

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
�

　
守
秘
義
務
の
あ
る
特
別
職
公
務
員
�

　
�

委
員
は
自
治
会
か
ら
の
推
薦
を
経
て
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
非
常
勤

の
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
相
談
内
容
な

ど
知
り
得
た
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
と
い
う
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
�

給
与
な
ど
は
な
く
、
地
域
住
民
の
立
場

に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
方
に
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
1
期
3
年
の
任
期
（
再
任
可
）
を
務

め
て
い
ま
す
。
�

現
在
、
市
内
で
は
1
7
8
人
の
委
員
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
�

�
■
介
護
・
近
所
付
き
合
い
・
子
育
て
、

　
相
談
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
�

　
�

委
員
は
、
住
民
の
生
活
状
態
を
把
握
し

な
が
ら
、
抱
え
て
い
る
悩
み
や
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。
ま
た
、
委
員

全
員
が
「
児
童
委
員
」
を
兼
任
し
て
い
る

た
め
、
高
齢
者
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
の
全

て
の
住
民
が
対
象
。
高
齢
者
宅
の
訪
問
・

見
守
り
、
障
が
い
者
の
生
活
相
談
、
子
育

て
や
母
子
健
康
、
児
童
・
高
齢
者
虐
待
、

雇
用
な
ど
、
相
談
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
�

必
要
に
応
じ
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
た
り
、
「
ふ
く
し
あ
」
な

ど
の
専
門
機
関
に
つ
な
い
だ
り
し
て
、
相

談
者
自
ら
の
課
題
解
決
を
支
援
し
ま
す
。
�

�
■
児
童
福
祉
相
談
の
専
門
委
員
も
�

　
�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
で
も
、
児

童
虐
待
や
育
児
不
安
な
ど
の
児
童
福
祉
の

問
題
に
対
し
て
専
門
的
に
担
当
し
、
学
校

や
行
政
機
関
な
ど
と
協
力
し
て
活
動
す
る

「
主
任
児
童
委
員
」
が
14
人
い
ま
す
。
　
�

�
■
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
�

　
ま
ず
は
地
域
の
委
員
に
相
談
を
�

　
�

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
「
誰
か
に
話

し
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
ら
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

相談者の立場に立って、悩みの解決・支援につなぎます�
 第7地区（大須賀）民生委員・児童委員協議会会長　加藤茂都子さん�

�
以前は相談を受けると市役所や社会福祉

協議会などの担当をピンポイントで探すな

ど支援までに時間がかかりましたが、今は

「ふくしあ」が設置されたことで、迅速に

つなぐことができるようになりました。�

当初は専門的な内容の相談に不安を抱え

ていた時期もありましたが、今では区長さ

んや関係機関との連携体制が整っているの

で、「お気軽に相談してください」と言え

ますね。市役所や支所へ足を運ばなくても、

まずは相談しやすい地域の民生委員にご相

談ください。地域の特色や実情などを踏ま

えて、相談者の立場で相談を聞くことは民

生委員ならではと言えますから。�

大変ですがやりがいのある仕事。悩み解

決・支援のお手伝いをさせていただきます。�

▲お宅を訪問しながら住民の相談に応じたり、悪質商法の被害に遭わないように�
　啓発活動を行う民生委員�

あ�
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�

地域支援課（　21-1150）�
�
�

バス空白地域の足をサポート�

ふれあいタクシー�
�

和田岡地区�
�曽我地区�
�大須賀区域�
�

市は、バス路線の空白地域を対象に、地域福祉バス
や「ふれあいタクシー」の運行を行っています。�
今回は、和田岡地区、曽我地区、大須賀区域で運行
している「ふれあいタクシー」の制度を紹介します。�

対象地域に�

住所があれば�

誰でも利用OK

自
宅
玄
関
や
目
的
地
前
が
停
留
所
�

　
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
は
、
決
め
ら
れ
た

時
間
帯
に
自
宅
の
玄
関
前
か
ら
目
的
地
ま

で
、
地
域
の
住
民
同
士
が
相
乗
り
す
る
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
で
、
新
し
い
形

の
公
共
交
通
で
す
。
�

　
高
齢
者
や
日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
手

段
が
公
共
交
通
に
限
ら
れ
て
い
る
方
の
利

便
性
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
、

和
田
岡
地
区
、
曽
我
地
区
、
大
須
賀
区
域

で
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
�

　
行
き
先
は
、
掛
川
市
役
所
、
中
東
遠
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
指
定
の
開
業
医
、
掛

川
郵
便
局
、
掛
川
駅
。
こ
の
目
的
地
と
自

宅
と
を
、
「
決
め
ら
れ
た
時
刻
表
」
に
あ

わ
せ
て
運
行
し
ま
す
。
�

対
象
地
域
に
住
所
が
あ
れ
ば
登
録
可
能
　
�

　
対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
、
事

前
登
録
を
す
れ
ば
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
�

利
用
1
時
間
前
の
予
約
で
O
K
�

　
利
用
1
時
間
前
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た

タ
ク
シ
ー
会
社
へ
、
利
用
し
た
い
時
間
と

行
き
先
を
連
絡
す
る
だ
け
。
た
だ
し
、
朝

一
番
の
便
（
８
時
も
し
く
は
８
時
30
分
）

は
前
日
の
夜
８
時
ま
で
に
予
約
が
必
要
で

す
。
�

料
金
は
通
常
料
金
の
4
分
の
1
�

　
料
金
は
、
相
乗
り
す
る
方
の
有
無
を
問

わ
ず
、
通
常
料
金
の
4
分
の
1
程
度
で
す
。
�

い
つ
も
気
楽
に
利
用
し
て
い
ま
す
よ
�

萩
田
幸
子
さ
ん
（
各
和
）
�

��利
用

す

る

1

時

間

前

に

電

話

予

約

す

る

だ

け

な

の

で

、

手

続

き

は

簡

単

。

同

乗

し

た

人

と

目

的

地

ま

で

お

話

し

し

な

が

ら

行

け

る

の

も

、

こ

の

タ

ク

シ

ー

の

楽

し

み

で

友

達

に

も

勧

め

て

い

ま

す

。
�

こ

れ

が

運

行

さ

れ

て

か

ら

、

気

軽

に

外

出

が

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

�

ふれあいタクシー
の始まった平成25
年4月から主に通
院で利用している
という萩田さん�

利用の流れ�

�①市役所3階の地域支
援課もしくは大須賀
支所で事前登録�

②予約した時間帯に
ふれあいタクシーが
自宅（目的地）まで
迎えに来る�

③ほかの利用者と乗
り合わせ、それぞれ
の目的地（自宅）ま
で送迎する�

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
�

　
　
バ
ス
で
通
院
さ
れ
て
い
る
方
へ
�

�
帰
り
の
運
賃
が
無
料
で
す
�

��
　

中

東

遠

総

合

医

療

セ

ン

タ

ー

利

用

者

の

交

通

費

を

平

準

化

す

る

た

め

、

バ

ス

運

賃

が

比

較

的

高

い

地

域

を

対

象

に

、

帰

り

の

バ

ス

運

賃

を

無

料

に

す

る

制

度

が

あ

り

ま

す

。

�

�■

対

象

者

�

　

中

東

遠

総

合

医

療

セ

ン

タ

ー

で

受

診

し

、

　

次

の

対

象

バ

ス

路

線

を

利

用

す

る

方

�

■

対

象

バ

ス

路

線

（

バ

ス

停

）

�

　

掛

川

大

東

浜

岡

線

（

青

田

か

ら

千

浜

バ

ス

停

間

で

降

車

）

、

秋

葉

中

遠

線

（

病

院

か

ら

袋

井

市

自

主

運

行

バ

ス

な

ど

で

乗

り

継

ぎ

浅

羽

支

所

で

乗

車

。

掛

川

市

内

で

降

車

）

※

浅

羽

支

所

ま

で

は

自

己

負

担

�

■

利

用

方

法

�

　

会

計

時

に

申

し

出

る

と

「

受

診

者

バ

ス

運

賃

助

成

券

」

が

発

行

さ

れ

ま

す

。

�

登
録
書�

地域ごとに担当す
るタクシー会社が
異なります。�
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8

茶エンナーレ実行委が初会合�
お茶と文化芸術を結び、新たな茶文化を創造�
�

大東・大須賀区域で幼保再編の動き�
市民ワークショップ開催で保護者らが意見交換�

文化振興室�
（　21-1126）�

こども政策課�
（　21-1211）�

平
成
29
年
秋
に
文
化
芸
術
祭
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
」
�

認
定
こ
ど
も
園
化
推
進
委
員
会
で
再
編
5
園
化
の
案
�

�
大
東
・
大
須
賀
区
域
の
幼
稚
園
・

保
育
園
の
再
編
や
認
定
こ
ど
も
園

化
に
つ
い
て
保
護
者
ら
の
意
見
を

聞
く
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
12

月
13
日
、
両
区
域
で
開
催
さ
れ
、

約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
�

両
区
域
で
は
幼
稚
園
の
定
員
割

れ
、
保
育
園
の
定
員
不
足
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
が
課
題
。
11
月
9

日
に
開
か
れ
た
幼
保
再
編
を
協
議

す
る
「
大
東
大
須
賀
区
域
認
定
こ

ど
も
園
化
推
進
委
員
会
」
の
初
会

合
で
、
市
が
現
13
園
を
民
営
の
5

つ
の
認
定
こ
ど
も
園
に
す
る
素
案

を
提
示
し
た
こ
と
か
ら
、
再
編
検

討
に
つ
い
て
市
民
の
目
線
か
ら
意

見
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
参
加
者

を
募
り
ま
し
た
。
�

保
護
者
ら
は
、
「
年
齢
の
違
う

園
児
同
士
や
地
域
住
民
と
の
交
流

は
ど
う
な
る
の
か
」
「
民
営
化
は

何
が
変
わ
る
の
か
」
「
保
育
時
間

や
保
育
料
は
ど
う
な
る
の
か
」
な

ど
、
期
待
や
疑
問
な
ど
の
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
�

幼
保
再
編
は
、
両
区
域
と
も
合

併
前
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
課
題

の
ひ
と
つ
。
5
園
化
の
素
案
を
も

と
に
協
議
を
重
ね
、
来
年
度
前
半

ま
で
に
具
体
的
な
園
の
数
な
ど
を

定
め
た
再
編
実
施
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。
�

平
成
27
年
度
か
ら
3
年
を
か
け

掛
川
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
茶
文
化
を
創

造
し
、
「
茶
」
を
「
縁
」
に
国
内

外
の
交
流
を
活
発
化
す
る
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
か
け
が
わ
茶
エ

ン
ナ
ー
レ
」
実
行
委
員
会
（
日
比

野
秀
男
会
長
・
大
木
敏
行
委
員
長
）

の
初
会
合
が
12
月
14
日
、
市
役
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

本
事
業
は
市
が
平
成
26
年
度
に

策
定
し
た
文
化
振
興
計
画
に
基
づ

く
も
の
。
メ
イ
ン
と
な
る
文
化
芸

術
祭
は
、
平
成
29
年
の
秋
に
1
〜

2
か
月
間
開
催
す
る
予
定
で
す
。
�

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

お
茶
と
文
化
芸
術
を
結
び
つ
け
、

市
民
が
掛
川
の
茶
の
文
化
に
一
層

の
愛
着
を
持
ち
、
地
域
に
あ
る
文

化
資
源
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
機

会
と
し
ま
す
。
ま
た
、
国
内
外
と

の
交
流
を
活
発
化
し
て
地
域
活
性

化
や
産
業
振
興
に
も
つ
な
げ
る
狙

い
が
あ
り
ま
す
。
�

実
行
委
員
会
は
、
文
化
芸
術
や

ま
ち
づ
く
り
、
産
業
経
済
、
芸
術

家
な
ど
各
分
野
か
ら
選
出
さ
れ
た

関
係
者
で
構
成
。
初
会
合
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
推
進
体
制
や
事
業

計
画
の
協
議
、
他
県
の
事
例
紹
介

な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
口
裕
美
さ
ん
か

ら
潜
在
し
て
い
る
掛
川
の
魅
力
の

掘
り
起
こ
し
や
宿
場
跡
な
ど
の
歴

史
的
な
蓄
積
の
あ
る
場
所
の
活
用
、

事
業
終
了
後
の
継
続
性
な
ど
、
事

業
構
想
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
�

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
周
知
す
る

機
会
と
し
て
、
2
月
12
日
に
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
茶

道
裏
千
家
今
日
庵
業
躰
の
奈
良
宗

久
さ
ん
の
講
演
を
は
じ
め
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
口
さ
ん
や
美
術

家
の
ミ
ヤ
ケ
マ
イ
さ
ん
な
ど
を
迎

え
て
の
討
論
会
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

の
発
表
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
�

ゆ
�

そ
う
�

き
ゅ
う
�

こ
ん
�
に
ち
�
あ
ん
�

て
い
�

ぎ
ょ
う
�

み
�

総合プロデューサー�
山口裕美さん��
アートプロデューサー、

㈱YY　ARTS代表取締

役、静岡県立美術館第

三者評価委員、掛川現

代アートプロジェクト

プロデューサー�

▲大須賀会場のワークショップの様子�

�

�

大坂幼稚園�
睦浜幼稚園 （仮称）大坂認定こども園�
大坂保育園�
千浜幼稚園 （仮称）千浜認定こども園�
千浜保育園�
土方幼稚園�
佐束幼稚園 （仮称）城東認定こども園�
 中 幼稚園�
城東保育園�
横須賀幼稚園 （仮称）横須賀認定こども園�
よこすか保育園�
大渕幼稚園 （仮称）大渕認定こども園�
おおぶち保育園�
�
�

11月9日に提示した再編後の素案�

�
現在� 再編後�

�

大
東
�

�

大
須
賀
�

�
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空気が乾燥　住宅火災に注意�
3月1日～7日「春の火災予防運動」�

環境を考える市民の集い�
森・里・川・海をつなぎ、いのちを考えよう�

環境政策課�
（　21-1218）�
�

消防本部予防課�
（　21-6104）�

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
自
然
の

恵
み
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
恵
み
は
、
豊
か
な
水
、
食
料
や

資
材
、
防
災
・
減
災
機
能
、レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
岐
に
渡
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
森
・
里
・
川
・

海
が
、
互
い
に
つ
な
が
り
、
影
響

し
合
っ
て
生
ま
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
�

し
か
し
、
近
年
そ
の
つ
な
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

例
と
し
て
、
森
林
の
荒
廃
が
山
の

保
水
力
を
低
下
さ
せ
、
土
砂
災
害

の
大
規
模
化
を
招
い
て
い
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

人
と
自
然
と
の
接
点
が
減
り
、
自

然
の
恵
み
を
意
識
す
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
�

今
回
の
集
い
で
は
、
小
中
学
生

が
環
境
学
習
発
表
を
行
う
ほ
か
、常

葉
大
学
生
に
よ
る
公
演
も
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
集
い
に
参
加
し
て
、

身
近
な
自
然
環
境
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

火
気
の
取
り
扱
い
に
は
�

細
心
の
注
意
を
�

市
内
で
は
、
昨
年
1
月
か
ら
12

月
ま
で
の
間
で
、
34
件
（
一
昨
年

か
ら
8
件
減
少
）
の
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
市
発
足
以

来
、
最
も
少
な
い
件
数
と
な
り
ま

す
。
�

火
災
種
別
で
見
る
と
、
建
物
火

災
と
枯
れ
草
な
ど
が
燃
え
る
「
そ

の
他
火
災
」
が
そ
れ
ぞ
れ
14
件
で

上
位
を
占
め
ま
し
た
。
総
出
火
件

数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
2
人
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
過

去
3
年
間
で
は
、
6
人
も
の
方
が

火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
住
宅
防

火
に
重
点
を
置
き
、
火
災
警
報
器

の
設
置
促
進
・
適
性
な
維
持
管
理
、

防
炎
品
の
推
奨
案
内
な
ど
火
災
予

防
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。
�

昨
年
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
取
り
扱

い
不
注
意
が
火
災
の
出
火
原
因
と

な
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
暖
房

器
具
付
近
な
ど
高
温
と
な
る
場
所

へ
の
放
置
や
、

火
気
に
近
い
場

所
で
の
使
用
は

大
変
危
険
で
す
。
�

い
ま
一
度
取

り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
�

毎
年
全
国
で
約
千
人
が
住
宅
火
災
に
よ
り
死
亡
!
�

そ
の
7
割
が
高
齢
者
【
政
府
広
報
/
消
防
庁
】
�

�暖
房
器
具
の
前
に
ス
プ
レ
ー
缶
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
�

防

炎

品

に

は

、

火

が

接

し

て

も

着

火

し

に

く

く

、

燃

え

広

が

る

の

を

防

ぐ

性

能

が

あ

り

ま

す

（

エ

プ

ロ

ン

、

カ

ー

テ

ン

、

寝

具

類

な

ど

が

あ

り

ま

す

）

�

▲暖房器具付近にスプレー缶を置

くと、缶が破裂して火災の原因と

なる恐れがあります。�

▲川に入り生き物探しをする大渕小児童�

主催　掛川市エコ・ネットワーキング�
○環境学習発表�
・大渕小学校「守ろう！大渕の自然
～大渕環境保全プロジェクト～」�

・北中学校「ESDとしての環境への
取り組み～学校林を考える～」�

○常葉大学生による公演�
・ニワトリ研究会による活動発表�
・経営学科による環境クイズ大会、
「えのきもちのうた」を生演奏で
歌おう！�

○表彰式�
・エコネットチャレンジカップ！�
・かけがわエコ川柳　　　ほか�

入場�
無料�
�

とき　2月27日(土)�
　　　午前9時30分～11時40分�
ところ　生涯学習センター�
　　　　（御所原）�
�

�
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「
65
歳
高
齢
者
」
は
60
年
前
の
定
義
で
す
�

�

▲65歳を超えても経験を生かして活�
　躍を（シルバー人材センターの職人�
　による庭木の剪定作業）�

政
府
は
、
2
0
1
5
年
度
の
補
正
予

算
に
お
い
て
、
65
歳
以
上
で
住
民
税
が

非
課
税
の
約
1
1
0
0
万
人
を
対
象
に
、

本
年
4
月
以
降
に
3
万
円
を
給
付
す
る

と
し
て
お
り
ま
す
。
個
人
消
費
の
低
迷

な
ど
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経
済
効
果
が
十

分
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
若
い

世
帯
よ
り
消
費
喚
起
が
期
待
で
き
る
高

齢
者
に
対
し
て
給
付
措
置
が
な
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
若
者
へ
の
給
付

も
十
分
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。
�

以
前
、
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

1
0
0
歳
を
超
し
て
い
た
双
子
の
姉
妹

「
き
ん
さ
ん
」
「
ぎ
ん
さ
ん
」
が
「
テ

レ
ビ
C
M
な
ど
で
得
た
出
演
料
を
何
に

使
い
ま
す
か
?
」
と
の
質
問
に
対
し
て

「
老
後
の
た
め
に
貯
金
し
ま
す
」
と
答

え
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
�

と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
は
65
歳
以
上
と

「
い
つ
ご
ろ
」
、
「
ど
ん
な
経
緯
」
で

決
ま
っ
た
の
か
、
改
め
て
高
齢
者
の
定

義
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、

1
9
5
6
年
（
昭
和
31
年
）
、
国
際
連

合
の
経
済
社
会
理
事
会
報
告
書
に
お
い

て
、
当
時
の
欧
米
先
進
国
の
高
齢
化
水

準
を
基
に
、
人
口
の
7
%
を
「
高
齢
化

し
た
人
口
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
由
来
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い

て
は
、
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
定
義
し

た
科
学
的
根
拠
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

こ
の
国
連
の
報
告
書
に
準
じ
て
決
め
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ド
イ
ツ

の
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
が
、
世
界
で
最
初

に
老
齢
・
疾
病
保
険
法
並
び
に
年
金
保

険
法
を
制
定
し
、
給
付
の
対
象
を
65
歳

以
上
と
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
�

い
ず
れ
に
し
て
も
明
確
な
根
拠
は
な

い
よ
う
で
す
が
、
1
9
5
6
年
当
時
の

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が
63
・
59

歳
、
女
性
が
67
・
54
歳
、
男
女
で
概
ね

65
歳
で
し
た
の
で
、
こ
れ
を
超
え
た
長

寿
者
を
高
齢
者
と
定
義
し
た
こ
と
は
、

当
時
と
し
て
は
妥
当
な
判
断
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
�

し
か
し
、
現
在
の
平
均
寿
命
は
80
歳

を
は
る
か
に
超
し
て
お
り
、
60
年
前
に

決
め
た
定
義
に
つ
い
て
は
、
当
然
見
直

す
時
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
�

私
の
独
断
で
申
し
上
げ
て
恐
縮
で
す

が
、
75
歳
ま
で
は
生
産
年
齢
人
口
に
位

置
付
け
、
壮
年
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

だ
く
、
そ
の
た
め
の
労
働
環
境
の
再
編

整
備
な
ど
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
年
金
生

活
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
「
ま
だ
働
か

せ
る
の
か
」
と
お
叱
り
を
受
け
る
提
案

と
も
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
社
会
保
障

制
度
の
状
況
を
見
ま
す
と
避
け
て
通
れ

な
い
、
見
直
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。
�

あ
る
学
者
は
、
「
現
在
の
総
人
口
に

占
め
る
高
齢
者
割
合
は
24
・
1
%
で
、

仮
に
高
齢
者
の
定
義
を
75
歳
と
し
た
場

合
、
総
人
口
に
対
す
る
高
齢
者
割
合
は

11
・
9
%
と
大
幅
に
下
が
る
。
こ
の
高

齢
者
年
齢
の
見
直
し
に
よ
り
、
今
抱
え

て
い
る
高
齢
者
問
題
は
大
幅
に
改
善
さ

れ
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
�

掛
川
市
で
は
、
本
年
度
「
か
け
が
わ

『
生
涯
お
達
者
市
民
』
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
「
か
け
が
わ
生
涯
ワ
ー
キ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
高
齢
者

が
元
気
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
�
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小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠�
医師会�

小笠掛川�
歯科医師会�

小笠袋井�
薬剤師会�
小笠袋井�
薬剤師会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

掛川市�
介護支援専門員�
連絡協議会�

中東遠総合�
医療センター�
中東遠総合�
医療センター�

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
「
毎

日
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
」
と
回
答

し
な
か
っ
た
割
合
は
、
平
成
13
年
に
は

小
学
6
年
生
で
24
%
、
中
学
3
年
生
で

30
%
も
い
ま
し
た
。
平
成
18
年
に
小
児

科
医
の
有
志
な
ど
幅
広
い
関
係
者
が
「
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
と
い
う
運

動
を
開
始
し
て
、
平
成
22
年
に
は
小
学

6
年
生
で
11
%
、
中
学
3
年
生
で
16
%

に
ま
で
減
り
ま
し
た
。
�

�な
ぜ
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
�

い
け
な
い
の
？
�

�中
学
生
に
な
る
と
勉
強
が
難
し
く
な
っ

た
り
、
部
活
動
で
忙
し
く
な
っ
た
り
し

て
、
夜
型
の
生
活
に
変
わ
り
、

午
前
中
に
調
子
が
悪
い
と
感

じ
る
子
ど
も
が
多
く
な
り
ま

す
。
そ
の
割
合
は
、
毎
日
朝

ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
子
ど

も
13
%
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど

食
べ
な
い
子
ど
も
は
38
%
と

約
3
倍
に
な
り
ま
す
。
�

そ
の
結
果
か
、
学
力
調
査

を
す
る
と
ほ
と
ん
ど
朝
ご
は
ん
を
食
べ

て
い
な
い
子
ど
も
は
食
べ
る
子
ど
も
と

比
較
し
て
、
平
均
正
答
率
が
著
し
く
悪

い
と
い
う
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
�

朝
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
は
、

明
ら
か
に
睡
眠
不
足
が
原
因
で
す
。
就

寝
時
刻
は
幼
児
で
25
〜
35
%
が
夜
10
時

以
降
、
中
学
3
年
生
に
な
る
と
66
%
が

夜
11
時
以
降
、
午
前
0
時
以
降
は
24
%

も
い
ま
す
。
眠
た
く
て
体
が
動
か
な
い

の
で
朝
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
で

す
。
こ
れ
が
続
く
と
つ
い
に
起
き
ら
れ

な
く
な
り
、
学
校
を
休
む
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�

�ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
?
�

�朝
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、

夜
早
く
寝
る
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ゲ
ー
ム

機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
は

強
い
覚
醒
刺
激
に
な
る
の
で
、
夜
は
な

る
べ
く
触
ら
な
い
こ
と
や
、
寝
る
1
〜

2
時
間
前
に
入
浴
し
、
部
屋
を
な
る
べ

く
暗
く
し
て
眠
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
�

朝
は
窓
を
開
け
て
新
鮮
な
空
気
を
取

り
入
れ
、
太
陽
の
強
い
光
を
体
全
体
で

浴
び
る
と
、
夜
に
は
“
美
肌
ホ
ル
モ
ン
”

と
言
わ
れ
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
た
く
さ
ん
出
て
眠
気
を
誘
い
ま

す
。
し
っ
か
り
眠
れ
る
と
、
成
長
ホ
ル

モ
ン
が
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
背
も
伸
び

体
を
作
り
ま
す
。
さ
ら
に
朝
は
“
元
気

ホ
ル
モ
ン
”
で
あ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
な
ど

の
ホ
ル
モ
ン
も
出
て
脳
を
覚
醒
さ
せ
心

身
の
健
康
を
支
え
ま
す
。
�

子
ど
も
が
朝
起
き
ら
れ
な
い
な
ど
を

訴
え
る
場
合
は
、
小
児
科
外
来
を
受
診

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

�
【
参
考
資
料
】
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
／
文
部
科
学
省
「
平
成
26
年
度
　
睡
眠
を

中
心
と
し
た
生
活
習
慣
と
子
供
の
自
立
等
と
の
関
係

性
に
関
す
る
調
査
」
／
社
団
法
人
日
本
小
児
保
健
協

会
「
幼
児
健
康
度
調
査
報
告
書
」
�

中東遠総合医療センター　その7�
（　 21-5555）�

〜
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
元
気
に
な
ろ
う
！
〜
�

早

寝

、
早

起

き

、
朝

ご

は

ん�

�

�
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各医療機関の診療案内は、平成27年7月号の  保存版 「小笠医師会管内　医療機関診療案内」�
または市ホームページ（トップページ左上の  災害・緊急・支援情報  －  救急医療 ）をご利用ください。�
※小笠掛川急患診療所では、「交通事故」と「労災」の診察をお受けできません。該当する方は指定医療機関で受診してください。�

※救急医療は、あくまでも救急のためのものです。急病以外は通常の診療時間内に開業医を受診してください。�

�

救急医療のお知らせ�受診前に連絡を！�
�

保健予防課 （　23-8111）�

会場 徳育 ： 徳育保健センター（御所原）�
 大東 ： 大東保健センター（三俣）�
�

3月�

月～金曜日（平日夜間）診療科：内科、小児科�
●19：00～22：00（受付 21：30まで）�
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）�
�
土曜日�
●12：00～17：00　市内の開業医院�
　診療案内　中央消防署（　21-0119）、市役所日直（　21-1111）�
�

救急車？まずは急患診療所�
�中東遠総合医療センターの救急医療は、入

院や手術が必要な重症患者さんを中心に

行っています。�

外来で対処可能な患者さんは、小笠掛川

急患診療所での受診をお願いします。�

急患診療所は、掛川インターチェンジ東

側の希望の丘内・中部ふくしあ棟2階にあり、

医師や看護師が対応しています。�

3月の健康案内��

保健師・栄養士だより�

花粉の季節は�

症状が出る前の対策が大事�

�

�

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。�

●赤ちゃんの身体測定は、徳育の開館日午前9時～午後4時に、いつでも

身長や体重を測ることができます。�

※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ

て徳育へお越しください。�

鼻がムズムズし、くしゃみが続く。

春が近づくと、そんな症状はありませ

んか。花粉症は植物の花粉が原因となって起こるアレルギー

疾患で、今や4人に1人がなると言われています。症状は、く

しゃみ、鼻水、鼻づまり、目のかゆみなど。これらの症状が

出る前に、花粉症対策を始めてみましょう。�

�

■目や鼻へ花粉が入らないようにマスクや眼鏡を使う�

■家に入る前に衣類や髪の毛に着いた花粉を払い落とす�

■手洗い、うがい、洗顔を行い、花粉を洗い流す�

■外に干した洗濯物や布団など、花粉を払い落としてから�

　取り込む�

■花粉の多い日には、ドアや窓を閉めておく�

�

掛川�
IC

広場�

掛川東病院�

小笠掛川急患診療所（受付2階）�

希望の丘内�

Ｎ�

日曜日・祝日　診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前）�

●9：00～12：00（受付 11：30まで）、13：00～17：00（受付 16：30まで）�
　小笠掛川急患診療所（杉谷南1-1-30　  61-1299・FAX61-1400）�

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　子どもの急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診しようか迷っ�

たときはお電話ください。保健師や看護師が相談に応じます。�

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒　#8000�

■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒　054-247-9910�

平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00／日･祝 8：00～翌朝8：00�

�

徳育�

徳育�

中央�
図書館�

徳育�

�

�

徳育�

�

大東�

大東�

大東�

徳育�

6か月児健康相談�
9：15～9：45

1歳6か月児健康診査�
13：00～13：30

2歳2か月児健康診査�
13：00～13：30

3歳児健康診査�
13：00～13：30

離乳食教室�
（もぐもぐごっくん教室）�
9：15～9：30

ママセミナー（絵本編）�
9：30～10：00

 4 金 平成27年 8月 1日 ～15日出生児�

 11 金 平成27年 8月 16日 ～31日出生児�

 7 月 平成26年  7～8月出生児�

 8 火 平成26年 8月 1日 ～15日出生児�

 18 金 平成26年 8月 16日 ～31日出生児�

 4 金 平成25年12月 1日 ～15日出生児�

 11 金 平成25年12月 16日～31日出生児�

 14 月 平成25年 2月 1日 ～15日出生児�

 15 火 平成25年 2月 16日～28日出生児�

 16 水 平成25年   1～2月 出生児 �

�

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場�

健診・相談・予防接種�
説明会�
9：15～9：30

徳育� 2 水 平成28年   1月出生児�

 1 火�
4～8か月児の親（予約制）�

 18 金�

 8 火�妊婦（予約制）※夫婦での参加も可�
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KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう�
�
■中央図書館（　24-5921）�

　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで）�

　3月の休館日：毎週月曜日、31日（木）�

■大東図書館（　72-1143）�

　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）�

　3月の休館日：毎週月曜日、20日（日・祝）、31日（木）�

■大須賀図書館（　48-5269）�

　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）�

　3月の休館日：毎週月曜日、20日（日・祝）、31日（木）�

�

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本�

「おばけやさん」の主、小学生のた

もつとおばけが留守番やおつかい、

草むしりなど、みんなのちょっとし

た頼みから大きな仕事までお受けし

ます。こんなかわいいおばけなら、

お仕事を頼みたくなりますよ。�

冬の冷たい風に乗って、落ち葉が踊

ります。かさこそ、ふわりと舞い落

ちるその姿は、まるでゆかいな妖精

のように見えます。本物の落ち葉を使っ

たコラージュが美しい絵本です。よ

みきかせにもぴったり。�

★は各館へ申し込み、■は直接会場へ�

�

し物・展示�催� 市内38か所へ！  移動図書館�
�

小学校、公民館、農協などを移動図書

館車が巡回します。詳しい日程は図書

館へお問い合わせいただくか、図書館

ホームページをご覧ください。�

北部�
おおぞら号�
�

南部�
コスモス号�

本のよみきかせと楽しい手遊び�

�

絵本のよみきかせと簡単な工作�

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」�

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会�

�

対　象：乳幼児と保護者�

中　央：3月   4日・11日（金）午前10時30分～11時�

大　東：3月   4日・11日（金）午前10時30分～11時�

大須賀：3月 18日・25日（金）午前10時30分～11時�

※　　のおはなし会には子育てコンシェルジュが参加し、�

手遊びや育児相談などを行っています。�

中　央：毎週水曜日　午後3時～�

対　象： 幼児から小学校低学年�

中　央： 3月12日・26日（土）午後3時～3時30分�

大　東： 3月  5日・19日（土）午前10時30分～11時10分�

大須賀： 毎週土曜日　午後3時～3時30分�

対　象：家庭でよみきかせをしたい方�

中　央：3月18日（金）午前10時30分～11時�

�

絵�

臼井健二�
臼井朋子／著�
（創森社）�

パーマカル�
チャー事始め�

おかべりか／作�
（偕成社）�

おばけやさん�

いとうひろし／作�
（ポプラ社）�
�

おちばがおどる�

▲図書館協議会委員・鈴木由加里さん�

図書館関係者が�
お薦めの1冊を�
紹介します�

パーマカルチャーとは、持続可能な

農的暮らしのこと（パーマネント＋

アグリカルチャー＋カルチャー）。�

その実践の様子を紹介した本です。

これからの時代を生きるヒントが見

つかるかもしれません。�

■布で作った昔のくらし風景作品　大須賀�

　　期間：2月26日（金）～3月26日（土）�

■古本市　～図書館で除籍した本などをお譲りします～�

　　期間：2月27日（土）～3月1日（火）　中央�

　　期間：3月1日（火）～6日（日）　大東�

■スプリングコンサート～子どもから大人まで楽しめます～　大東�

　　とき：3月5日（土）午後4時～5時�

■「3.11 あの日を忘れない 東日本大震災から5年」パネル展　中央�

　　期間：3月9日（水）～20日（日・祝）�

★手作り講座「大人の切り絵講座」　大須賀�

　　とき：3月8日（火）午前10時～正午�

★手作り講座「つまみ細工のおしゃれ小物」　中央�

　　とき：3月11日（金）午後1時30分～3時30分（定員15人）�

★手作り講座「布でつくるバラのコサージュ ～春～」　大東�

　　とき：3月12日（土）午後1時30分～3時30分�

　　　※2月10日（水）から電話、来館で申し込み（定員10人）�

�

�

�

冬の絵本といえば、『月夜

のみみずく』が大好きです。�

冬の夜、少女は父親と初め

てのみみずく探しに出かけま

す。会えるかな…というワク

ワクドキドキ感や、作者の繊

細な描写が、あなたを雪の森

へ誘います。子育て愛に感銘

を受ける、工藤直子訳の大人

も感動する絵本です。�

BooKリレー○�
�

8

いざな�
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①2/9、3/8の火曜日�

　ハローワーク掛川（金城）�

②2/12、3/11の金曜日�

　大東市民交流センター（三俣）�

13：30～16：00�

�

①2/13（土）9：30～16：30�

　中央図書館（掛川）�

②2/21（日）9：30～16：30�

　大須賀図書館（西大渕）�

�
2/14（日）10：00～12：00（字幕）�

14：00～16：00（日本語吹替）�

大須賀中央公民館（西大渕）�

�

2/16（火）13：30～16：00�

市役所4階会議室1

2/17（水）9：30～11：30�

市役所4階会議室6

①2/18（木）19：00～20：30�

　大東苑（土方）�

②2/24（水）10：00～11：30�

　小笠老人ホーム（大坂）�

③2/28（日）13：30～15：00�

　くにやす苑（国安）�

�

2/19（金）18：30～20：00�

（18：00受付）�

さんりーな（大池）�

2/20（土）9：00～12：00�

NECプラットフォームズ㈱�

掛川営業所（下俣）�

�

2/11（木・祝）9：30～12：00�

大須賀中央公民館（西大渕）�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

15～39歳、�

保護者�

相談無料�

�

どなたでも�

相談無料�

どなたでも�

入場無料�

経営者、人事労�

務担当者ほか�

関心のある方�

参加無料�

�

ローマ字入力と�

マウス操作が�

できる方8人�

受講無料�

�

高校生～一般�

①③20人�

②15人�

受講無料�

�

どなたでも�

（初心者優先）�

参加無料�

�

小中学生と�

保護者20組�

参加無料�

�

どなたでも（小学�

生は保護者同伴）�

24人�

2,000円�

�

出張相談会�
　地域若者サポートステー�

ションかけがわ�

（　61-0755）�

�

気まぐれ映画館�
　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

�

トランポリン市民体験会�
　社会教育課�

（　21-1159）�

�

環境学習会inNECプラット�
フォームズ�
　　環境政策課�

（　21-1218）�

�

ビジネスチャンス相談�
　　商工観光課�

（　21-1149）�

�

バレンタインケーキ教室�
　　大須賀中央公民館�

（　48-1012）�

�

女性活躍推進法セミナー＆�
事業所情報交換会�
　　生涯学習協働推進課�

（　 21-1129・FAX21-1165）�

kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

やさしいパソコン講座�
　　 IT政策課�

（　21-1341）�

�

大東福祉会創立記念事業�
認知症サポーター養成講座�
　　小笠老人ホーム�

（　72-2350）�

�

二の丸美術館（　62-2061）� 吉岡彌生記念館（　74-5566）�

入館料／ 小中学生無料、一般200円�
 ※子育て優待カードで入館料2割引き�
 ※キッズアートプロジェクトしずおかミュージアムパスポート利用可�

入館料／ 小中学生100円（毎週土曜日は無料、8月は除く）�
 一般200円※特別展開催時は別料金 �
 ※子育て優待カードで入館料割引き�
休館日／ 毎週月曜と第4火曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）�

●東部ふくしあ（　61-2900）�

　3/16（水）9：30～11：30�

●さすが市出張相談�

　（　東部ふくしあ　  61-2900）�

　3/11（金）9：30～11：30�

●西部ふくしあ（　29-5977）�

　3/1（火）9：30～11：30�

●中部ふくしあ（　28-9713)�

　3/18（金）9：30～11：30�

●大東ふくしあ（　72-1116）�

　3/2（水）9：30～11：30�

●大須賀ふくしあ（　48-1007）�

　3/3（木）9：30～11：30�

●inとうもんの里�

　（　大須賀ふくしあ　 48-1007）�

　3/25（金）10：00～12：00�

�

�

ふくしあ健康相談（3月）� 今
月
の
け
っ
ト
ラ
市 

実

行

委

員

会
（

24-

1

1

6

2

）
�

 

2

／

20�

（土）

午

前

9

時

〜

正

午

�

●【常設展】2/24（水）から�

　「吉岡彌生が生きた風景～そこから見える日常」�

　吉岡彌生の「日常を見る」ことをテー

マに、当時の建物に関する資料や愛用

品などを中心に展示します。�

●講演会3/12（土）13：30～15：00�

　「高血圧とその対処法について」�

　講師　東京女子医科大学教授  渡辺尚彦さん�

　ところ　東京女子医大大東キャンパス（下土方）�

　※電話で申し込み�

■【休館のお知らせ】�

　　常設展展示替えと館内設備工事に

伴い、2/23（火）まで臨時休館します。�

就労に関する相談。求人の探し方、履歴書の書き方、

面接の受け方などの研修もあります。�

　直接会場へ�

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に

応じます。�

　電話で申し込み（申込順）�

①「女性活躍推進法の実践に向けて」。講師は（一財）

女性労働協会の宮越泰子さん。②事業所情報交換会�

　電話またはFAX、Eメール（講座名、氏名、住所、

電話番号を明記）で申し込み（申込順）�

タイピングの基礎とインターネット検索の方法を

学びます。パソコンは市役所で用意します。�

　2/12（金）までに電話で申し込み（申込多数のと

きは抽選）�

認知症について理解を深めましょう。�

　担当（神谷、長谷川）へ電話で申し込み（申込順）�

工場施設見学や親子での工作、環境学習・クイズを

行います。�

　2/12（金）までに電話、Eメール（kankyo@city.�

kakegawa.shizuoka.jp）で申し込み（申込順）�

2/19（金）～21（日）に市内で開催する都道府県対

抗トランポリン競技選手権大会で実際に使用され

るトランポリンを体験できます。�

持ち物　運動する服装、靴下�

　直接会場へ�

「ミニオンズ」を上映します。�

　直接会場へ�

持ち物　エプロン、三角巾、ふきん（4枚以上）、筆記

用具、飲み物�

　2/9（火）までに参加料を添えて来館で申し込み（申

込順）�

●市制10周年記念・デビュー25周年記念�

　「大島司原画展」2/14（日）まで�

　掛川市出身の漫画家・大島司さんに

よる、掛川を舞台にしたサッカー漫画

「シュート!」や現在連載中のバレーボー

ル漫画「アタック!!」の原画などを紹介

しています。�

●2/20（土）～4/10（日）�

　木下コレクション  富士を愛でる�

　木下コレクションの中から、一昨年

世界文化遺産に登録された富士山を題

材にした作品を中心に展示します。�

め�

14



内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

入館料一般410円、�

小中学生150円�

�

成人10人�

800円�

どなたでも�

相談無料�

どなたでも�

参加無料�

2/7（日）～21（日）�

9：00～17：00（入館16：30）�

掛川城御殿（掛川）�

2/13（土）9：15～12：00�

大東市民交流センター（三俣）�

2/13（土）13：00～15：00�

掛川商工会議所（掛川）�

2/14（日）9：30～14：00�

大東北公民館（下土方）集合�

2/20（土）9：30～11：30�

大須賀中央公民館（西大渕）�

2/20（土）13：00～16：30�

中部ふくしあ会議室（杉谷南）�

①2/20、②3/12の土曜日�

13：30～15：00（13：00受付）�

中央図書館会議室B（掛川）�

2/22（月）12：30～13：00�

市役所1階ロビー�

2/22 （月）10：00～12：00�

（9：00受付）�

徳育保健センター（御所原）�

�

①2/24（水）13：30～15：30�

　新居地域センター（湖西市）�

②3/18（金）10：00～12：00�

　（9：30受付）�

　菊川市総合保健福祉�

　センタープラザけやき�

　（菊川市）�

�

①2/24、3/9の水曜日�

　14：00～16：00�

②2/27（土）9：30～12：00�

大東北公民館（下土方）�

�

①2/27（土）②3/19（土）�

13：30～15：30�

竹の丸（掛川）�

3/2（水）14：00～15：30�

県中遠総合庁舎西館2階�

（磐田市）�

2/20（土）10：30～12：00�

袋井特別支援学校（袋井市）�

どなたでも�

20人�

受講無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

50人�

2回で500円�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

①どなたでも�

　50人�

②創業したい�

　女性20人�

参加無料�

�

①一般15人�

　1,100円�

②年長～小学生、�

　保護者15組�

　500円/組�

�
どなたでも（小学�

3年生以下は要�

保護者同伴）�

各10人�

各700円�

�
どなたでも�

60人�

参加無料�

働くことに悩�

んでいる若者、�

家族�

相談無料�

�

初心者でも楽しく学べる講座です。申し込み時の

必要事項はお問い合わせください。�

　2/17（水）までに電話またはFAX、ハガキ（必要

事項を明記）で申し込み（申込順）�

中等部、高等部の生徒が作業学習で作った製品を

販売します。�

　直接会場へ�

働きたくても自信がない方などの相談�

　電話または市商工観光課、市内各ふくしあにあ

る申込書で申し込み（申込順）�

①19世紀の建築デザイン（講師は土屋和男さん）�

②近代イギリスの絵画（講師は小川かいさん）�

　電話で申し込み（申込順）※すでに募集中のため

満席の場合があります�

講師は障害者職業生活相談員の㈱レンティック中

部・江間秀樹さん。障がい者の雇用について、企業

がすべき取り組みをお話しします。�

　FAXまたはEメール（企業名、住所、電話番号、氏

名、役職を明記）で申し込み�

①木下コレクションのかわいい文様作り②春をモ

チーフにした消しゴムはんこ作り�

持ち物　汚れてもいい服装、タオル、飲み物�

　①2/14（日）～②3/6（日）～電話で申し込み（申

込順）�

悩んでいる方に声をかけ、話を聞き、必要な支援につ

なぐゲートキーパー。身近な方の支えになりませんか。�

　電話で申し込み（申込順）�

①②起業家の体験談や産業支援機関による創業の

ポイントを分かりやすくお伝えします。②講師は

ナナコス代表の早川ナナさん。託児あり�

　①2/22（月）までに浜松市産業振興課へFAX�

（050-3730-8899）またはEメール（shinsangyo�

@city.hamamatsu.shizuoka.jp）で申し込み（申込順）�

②3/9（水）までに商工観光課へ電話またはFAX、E

メール（セミナー名、住所、氏名、電話番号を明記）

で申し込み（申込順）�

演奏者は黒田さくらさんと安永洸太郎さん。お昼の

ひとときを心地よい音色とともに過ごしませんか。�

　直接会場へ�

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

親子の就労セミナー・相談会�
　　地域若者サポート�

ステーションかけがわ�

（　61-0755）�

�

小中学生将棋体験講座�
　　大須賀中央公民館�

（　 48-1012・FAX48ｰ2024）�

�

はじめてのイギリス・ヨーロッパ�
美術講座（第2回・第3回）�
　　ステンドグラス美術館�

（　29-5680）�

�

障がい者就労支援講演会�
　　福祉課（　21-1139・�

FAX21-2100）�

fukusi@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

①書を楽しむ体験講座�
②親子クッキー作り教室�
　　大東北公民館�

（　74-2200）�

�

消しゴムはんこでレター�
セット作り�
①木下コレクション②春�
　　二の丸美術館�

（　62-2061）�

�

袋特市�
　県立袋井特別支援学校�

（　0538-43-6611）�

�

ゲートキーパー養成研修会�
　　県西部健康福祉センター�

福祉課（　0538-37-2252）�

�

お昼のピアノミニコンサート�
　生涯学習センター�

（　24-7777）�

�

①創業・新事業展開セミナー�
②女性の創業応援セミナー�
　商工観光課�

（　 21-1149・FAX21-1212）�

syoko@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

掛川城御殿で春を感じよう�
　NPO法人スローライフ掛川�

（　090-5109-0546）�

�そば打ち体験教室�
　大東蕎麦打ちグループ・�

國枝（　72-2666）�

�「相続登記」司法書士法律相談�
　静岡県司法書士会掛川支部･�

桑原（　21-7770）�

�富士山の日・小笠山砦ウォーキング�
　高天神城観光ボランティアの会･�

大石（　24-2435）�

�

掛川西高、東高華道部の生徒が花を飾った

御殿をお楽しみください。�

　直接会場へ�

打ったそばは持ち帰ります。�

　前日までに電話で申し込み（申込順）�

相続に関すること（遺言、相続人、遺産分割

など）�

　直接会場へ�

小笠山砦から富士山を眺めよう。�

持ち物　歩きやすい服装、昼食、飲み物�

　電話で申し込み（申込順）�

広報かけがわH28.2

①講師は大山松鶴さん。読める書「近代詩文書」を楽

しみませんか。半紙サイズの作品を制作②講師は小

林佐和子さん。掛川茶入りのクッキーを作ります。�

　①2/10（水）～②2/2（火）～電話または来館にて

申し込み（申込順）�

しょう�かく�
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詳細は、ホームページ（http://www.geocities.�

co.jp/MusicHall-Horn/9001/）をご覧ください。�

　生涯学習センターなどでチケット販売�

内容・申込方法など�

�

事業名� とき・ところ� 対象・参加料�

3/2（水）・3（木）・4（金）�

10：30～12：00�

板沢最終処分場（板沢）�

3/5（土）13：00～15：00�

（12：30受付）�

中央図書館（掛川）�

3/5（土）～7（月）の3日間�

13：00～16：00�

生涯学習センター（御所原）�

�

3/12（土）19：00～19：45�

（18：00開場）�

ステンドグラス美術館（掛川）�

�

3/13（日）10：00～15：00�

時ノ寿の森（倉真）�

3/26（土）14：00～15：30�

吉岡彌生記念館（下土方）�

どなたでも�

各日20人�

どなたでも�

30人�

参加無料�

一般、親子�

20人程度�

4,000円程度�

どなたでも�

50人�

中学生以上�

1,500円、�

小学生1,000円�

�

どなたでも40人�

500円（中学生�

以下無料）�

�

一般�

25人�

入館料200円�

希望した自治会に市が貸し出す「チッパー」の操作

方法を事前に学ぶ講習会です。�

　2/12（金）～電話で申し込み（申込順）�

講師は布育普及協会代表の佐藤幸子さん。起業の

準備や起業後の体験談、注意点などをお話しします。�

　電話で申し込み（申込順）�

篠田侑香里さん、佐野里奈さんのヴァイオリンデュ

オによるコンサート�

　2/10（水）9：00～電話で申し込み（申込順）�

絵付けを施す古典的な方法で制作。親子向けプログ

ラムも午前中に開催。詳しくはお問い合わせください。�

　2/5（金）9：00～電話で申し込み（申込多数のと

きは抽選）�

森の広場に競技用トランポリンを設置。食や遊び

の体験で国籍・世代を越えて交流しましょう。�

　3/4（金）までに実行委員会（NPO法人掛川国際

交 流 セ ン タ ー ）へ 電 話 ま た は E メ ー ル

（kic@kakegawa-life.com）で申し込み（申込順）�

講師は元東京女子医大職員の佐藤淑子さん。医療

情報を正しく利用するポイントについて説明します。�

　電話またはFAX（講座名、住所、氏名、電話番号を

明記）で申し込み（申込順）�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

剪定枝粉砕機（チッパー）�
運転講習会�
　　環境政策課�

（　21-1145）�

�創業支援セミナー�
　　商工観光課�

（　21-1149）�

�

ステンドグラス体験講座�
　　ステンドグラス美術館�

（　29-5680）�

�

講座「インターネットからの�
医療情報」�
　　吉岡彌生記念館�

（　 74-5566・FAX74-4841）�

�

ワールドクッキングで国際交流�
　　NPO法人掛川国際交流�

センター（　24-5595）�

kic@kakegawa-life.com�

�

掛川NPO村プロジェクト�
森のトランポリン広場�
※掛川市市民活動推進モデル事業�

　　実行委員会�

（　24-5595）�

�

ミュージアムコンサートvol.3�
　　ステンドグラス美術館�

（　29-5680）�

①1～3歳児�

②年中児�

③生後3か月～1歳�

参加無料�

どなたでも�

30人�

参加無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

入場無料�

どなたでも�

20人�

1,000円�

どなたでも�

20人�

大人500円�

小中学生300円�

3,000円、女性�

1,500円、中学生�

以下1,000円�

�
おおよそ40歳以上�

10人�

24,000円（6か月分）�

�

どなたでも�

500円（小学生�

以下無料）�

�

①2 /18（木）、3 /1（火）･10（木）�

②3/2･9の水曜日�

③3/7･14の月曜日�

①③午前②15：30～�

生涯学習センター（御所原）�

�

2/21（日）9：30～12：00�

陣場峠、河合弥八記念館（上張）�

2/27（土）9：45～�

シオーネ（大坂）�

2/27（土）13：00～19：00�

28（日）10：00～16：00�

生涯学習センター（御所原）�

�

2/28（日）13：30～（13：00開場）�

生涯学習センター（御所原）�

�

3/4（金）～6（日）10：00～�

17：00（最終日16：00まで）�

竹の丸（掛川）�

�

①3/6（日）6：30～7：00受付�

②3/20（日・祝）5：30～6：00受付�

�

3/10（木）9：00開講式�

生涯学習センター（御所原）�

3/12（土）10：00～12：30�

掛川東病院園芸療法庭園�

（杉谷南）�

3/12（土）10：00～14：00�

生涯学習センター（御所原）�

子どものためのリトミック�
①幼児リトミックと知育制作�
②園児リトミックと文字数知育�
③ベビーリトミックと体操�
　高垣（　26-0406）�

�富士山の日のウォーク�
　掛川観光ボランティアガイド�

猫の手の会・安藤（　72-5637）�

�第12回芸能発表会�
　掛川市文化協会�

（　28-0124・火曜午前のみ）�

�

掛川吹奏楽団「第10回定期演奏会」�
　内田（　22-6602）�

kakesui@hotmail.com�

�

原野谷川釣り大会�
①ニジマス釣り②アマゴ釣り�
　高川（　24-4722）�

掛川実年ピアノスクール�
24期生募集�
　寺田（　090-7612-8604）�

�ワークショップ�
「立ったままでガーデニング」�
　掛川東病院（　23-7111）�

フラワーアレンジメント作品展�
花・らんまん5�
　金原（　48-0848）�

�

「ピヨピヨクラブ」の親子無料体験と4月以

降の年間活動（要活動費）の説明会�

　13：30～15：00、19：30～21：00に電

話で申し込み（申込順）�

南郷地域生涯学習センター出発。陣馬峠（富

士山眺望）、河合弥八記念館見学�

　電話で申し込み（申込順）�

協会所属の団体が日ごろの練習成果を発

表します。�

　直接会場へ�

色とりどりの生花で作るアレンジメント

やブーケ、プリザーブドを展示します。�

　直接会場へ�

古布を利用した裂き織りで作ったバッグ、

タペストリーなどを展示します。�

　直接会場へ�

会場は①いいとこ広場（大和田）②ならこ

こキャンプ場付近（居尻）です。賞品あり�

　直接会場へ�

月2回グループレッスンを行います。�

　2/29（月）までに電話で申し込み（申込順）�

耕さず、しゃがまずにできる栽培法。木製

の高台花壇づくりから学びます。　�

　2/29（月）までに電話で申し込み（申込順）�

南アフリカ出身の先生に家庭料理を教わります。�

持ち物　エプロン、ふきん2枚、持ち帰り容器�

　2/29（月）までに電話またはEメールで

申し込み（申込順）�

刻をつむぐ裂き織り展�
　大村（　22-9739）�

�

とき�
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児童手当受給者に、平成27年10月

から平成28年1月分の児童手当を振

り込みます。手当金は届け出のあっ

た金融機関に振り込みますので、振

込日以降にお確かめください。�

手当額　1人につき�

振込日　2月12日（金）�

※高校卒業前（18歳になった後の最

初の3月31日まで）の子どものうち、

年長者から第1子と数えます。�

児童手当を振り込みます�
　こども希望課（　21-1144）�

�

市役所、支所、市指定金融機関など

のほか、コンビニエンスストアで納

付できます。口座振替の方は口座残

高をご確認ください。�

市税の納め忘れはありませんか？

市税は納期内納付が原則です。納め

忘れのある場合は、早急に納付して

ください。�

～納税は口座振替が便利です～�

国民健康保険税第8期�
納期限は3月7日（月）�
　納税課（　21-1206）�

�

大東・大須賀区域の津波浸水域で

津波避難訓練が実施されます。地元

企業・住民のみなさんは積極的に参

加しましょう。�

当日は、午前9時ころ市内の携帯電

話が緊急速報メールを受信し、一斉

に鳴ります。また、午前9時、10時こ

ろには市内全域に津波警報のサイレ

ンなどが同報無線で流れます。�

ご理解ご協力をお願いします。�

災害時に自分がどこに逃げればいいか知ってい

ますか?�

市ではスマートフォンで利用できる避難場所ア

プリ「ヒナンパス」を作成しました。今いる場所の

近くにある避難場所や避難所を、災害種別（地震・

津波・土砂災害・洪水）ごとに地図で確認できます。

右記二次元コードから登録してください。�

利用料　無料（通信料は自己負担）�

3月6日に津波避難訓練の�
サイレンが鳴ります�

　危機管理課（　21-1131）�

しずてつジャストライン㈱が現在

平日4往復運行している「掛川大東浜

岡線中系統」は、利用者数の減少によ

り3月31日をもって運行を終了します。

みなさんのご理解をお願いいたします。�

「掛川大東浜岡線中系統」�
運行終了�

　地域支援課（　21-1150）�
�

とき　2月18日（木）午前10時～（現

地視察終了後）�

ところ　市役所5階全員協議会室�

内容　東遠広域都市計画①用途地域

の変更②地区計画の決定・変更③

区域マスタープランの変更�

受付方法　開始10分前までに直接会

場へ�

※傍聴は当日受付のみ。事前予約不可�

定員　10人（申込多数のときは抽選）�

都市計画審議会の�
傍聴ができます�

　都市政策課（　21-1151）�
�

内容・申込方法など�

�

伝言板� とき・ところ� 対象・参加料�

どなたでも�

100区画�

1区画（2m×�

2m）1,000円�

�
5歳以上5人�

当分の間受講�

無料�

�

3/27（日）10：00～15：00�

たまり～な（満水）�

土曜日10：00～11：30�

水曜日18：30～19：30�

大須賀町商工会（西大渕）�

フリーマーケット出店者募集�
　小林（　・FAX24-3044）・�

戸塚（　22-7476）・�

大村（　22-9739）�

�

強くなろう！空手護身術�
　竹田（　48-2788）�

�

西山口地区まちづくり協議会が主催。小雨

決行�

　2/29（月）までにFAXで申し込み（申込順）�

空手に基づく護身術を学びます。�

　電話で申し込み（申込順）�

0歳～3歳未満 15,000円/月�

3歳～小学校修了前�

（第1子、第2子） 
10,000円/月�

3歳～小学校修了前�

（第3子以降） 
15,000円/月

�

中学生 10,000円/月�

所得制限額以上 5,000円/月�

新規募集団地　大池第3（1戸）、原川（3

戸）、原谷（2戸）�

入居資格　所得・家族構成など条件

あり�

申込期間　2月15日（月）～29日（月）�

抽選会　申込多数の場合実施。3月3

日（木）午後6時（予定）�

入居可能日　5月1日（日）�

※随時申し込み可能な住宅があります。

空き状況をお問い合わせの上申し

込みください。�

市営住宅入居者募集�
　　 維持管理課（　21-1154）�

�

避難場所・避難所アプリ「ヒナンパス」�
現在地から直近の避難所などを紹介�

　危機管理課（　21-1131）�
�
�

　　�
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募集　①推進委員②審議会委員�

内容　①各種講座の開催や地域への

出前講座などの企画・実施②男女

共同参画に関する施策推進への意

見提言�

対象　市内在住で満20歳以上の方�

募集人員　①6人以内（任期1年） ②4

人以内（任期2年。委嘱の日から平

成30年3月31日まで）�

応募方法　2月24日（水）までに応募

用紙（市役所1階総合案内、3階生涯

学習協働推進課、大東・大須賀支所

地域支援係で受け取り）へ必要事

項を記入し、下記のテーマに関す

る論文を作成のうえ、直接提出、郵

送（〒436-8650長谷1-1-1）また

はEメールで応募�

※応募用紙の郵送を希望する方はご

連絡ください。応募書類は返却し

ません。選考以外の目的には使用

しません。�

テーマ　「意思決定過程に参画する

女性に対して私の思うこと」�

男女共同参画の各委員を募集�
　　 生涯学習協働推進課（　 21-1129）�
kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

図書館資料の充実を図るため、雑

誌スポンサーを募集しています。雑

誌を一定期間購入して提供いただくと、

閲覧用カバーにスポンサー名と広告

を掲載できます。�

対象雑誌　図書館作成の「提供希望

雑誌一覧」から選定�

広告の内容　図書館の公共性などを

損なう恐れのないもの�

対象　企業、商店、団体�

※業務・活動内容に関する審査あり�

提供期間　原則1年以上�

応募方法　所定の申込書、掲載希望

の広告（案）を中央・大東・大須賀図

書館のいずれかに提出�

市立図書館�
雑誌スポンサー募集�

　　中央図書館（　24-5921）�
�

広報かけがわへ掲載する有料広告

の広告主を募集します。会社やお店

のPRにご検討ください。�

募集号・枠　平成28年5月～平成29年

4月号　各号1枠�

発行部数　約41.000部/月�

掲載位置・規格　裏表紙 縦297㎜×

横197㎜、4色（CMYK）�

掲載料　172,800円/枠�

申込方法　2月29日（月）正午までに、

予約申込書に必要書類を添え、市

役所5階広報広聴係へ直接、郵送（〒

436-8650長谷1-1-1）、または

FAXで申し込み�

※申し込み状況に応じて、掲載月等

を調整させていただくことがあり

ます。�

※広告原稿は広告主の責任・負担で

作成。掲載には審査、条件などがあ

ります。�

※詳しくは、市ホームページをご覧

ください。�

広報かけがわ有料広告�
広告主募集�
　　企画調整課�

（　21-1128・FAX21-1167）�
�

市ホームページを活用し、広告事

業を行っています。�

現在掲載している広告は、3月31

日を持って掲載を終了します。�

掲載開始月　平成28年4月�

掲載期間�

　1月単位で最長29年3月31日まで�

掲載料　①トップページ　月額

10,000円／枠（12枠）�

　②掛川お店情報　月額2,000円／枠�

掲載順序　掲載枠の上位から申込順

で掲載。トップページは、閲覧者が

表示するたびに、ランダムに順番

を入れ替えて表示�

規格（アニメーション不可）�

　①②ともに縦44×横186ピクセル、

GIF・JPEG形式、最大4KBまで�

※②のみ縦173×横186ピクセルの

写真と40文字以内の紹介文�

掲載できない広告�

　①法令などに違反するもの、公の

秩序または善良の風俗に反するもの�

　②青少年保護および健全育成の観

点から適切でないもの�

　③政治活動や宗教活動、意見広告

となるもの�

　④その他掲載することが適当でな

いと判断するもの�

応募方法　2月15日（月）午後5時ま

でに申込書を市役所地下IT政策課

へ直接提出または郵送（〒436-

8650長谷1-1-1）で申し込み�

※申し込み期間後も空枠については

随時受け付けます。掲載基準など

詳しくは、市ホームページをご覧

ください。�

掛川市公式ホームページ�
広告募集�

　　IT政策課（　21-1341）�
�

内容　掛川市が目指す人づくりのビ

ジョンとして策定�

応募期間　2月15日（月）～3月15日（火）�

提出方法　Eメール、FAX、郵送（〒

436-8650長谷1-1-1）または市役

所5階経営戦略係へ直接提出�

閲覧方法　市ホームページ内「意見公

募手続き」、市役所、大東・大須賀支所、

市立図書館�

教育大綱かけがわ（案）�
に対する意見の募集�
　　企画調整課�

（　21-1127・FAX21-1167）�
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

活動内容　市長の諮問に応じ、本市

の行財政改革の推進に関する事項

について調査・審議する�

開催日程　年4回程度（予定）�

募集人数　2人以内�

任期　4月から平成30年3月までの2年

※謝金あり�

応募資格　市内に住民登録がある方

および外国人登録があり日本語が

理解できる方で、平成27年4月1日

時点で満18歳以上の方�

※国会議員、地方公共団体の議会議員、

行政機関職員は応募できません�

応募方法　市ホームページからダウ

ンロードした応募用紙に必要事項

を記入のうえ、「『掛川市の行財政

改革に期待すること』および『私が

委員に応募した理由』」をテーマに

した論文（1,000字程度）を添付し、

市役所5階行革推進係へ直接提出、

郵送（〒436-8650長谷1-1-1）、

FAXまたはEメールで応募�

応募期限　2月29日（月）�

選考方法　書類選考および面接。�

　結果は応募者全員に文書で通知�

※応募書類は返却しません。また、選

考以外の目的には使用しません。�

掛川市行財政改革審議会�
委員募集�

　　企画調整課�
（　21-1127･FAX21-1167）�
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp�

�

掛川市　広告事業�検索�
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平成28年1月15日現在の申出額�

 区分 件数 金額（円）�

 個人 217 5,916,180�

 法人 273 142,941,558�

 団体 154 8,920,163�

 合計 644 157,777,901�

�

�

地震・津波対策寄附金�
多くのご支援�

ありがとうございます�
企画調整課（　21-1127）�

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元コー
ドもしくは市ホームページ下部
の「注目ページ」からご覧いた
だけます。�

内容　離乳食教室参加者の子ども�

　（4～8か月の乳児）の託児�

対象　月1回～年に数回活動可能な

方（応相談）�

活動時間　午前9時30分～11時30分�

場所　徳育保健センター（御所原）�

応募方法　3月15日（火）までに電話

で申し込み�

赤ちゃん託児ボランティア�
「ゆりかごの会」募集�
　　 保健予防課（　23-8111）�

�

内容　院内案内、車いす介助�

対象　下記の条件に該当する方�

　資格不要①心身が健康②患者さん

のプライバシーを厳守できる③月

2回以上（1回につき2時間程度）活

動ができる�

活動時間　月～金曜日午前中�

応募方法　電話で申し込み�

中東遠総合医療センター�
病院ボランティア募集�
　　中東遠総合医療センター �
管理課（　21-5555（代））�

�

募集作品　絵画（油絵･水彩画･版画な

ど）、書、写真、手工芸など�

応募資格　県内の勤労者�

応募期間　2月29日（月）～3月18日（金）�

展示会場　グランシップ（静岡市駿

河区）�

※詳しくはお問い合わせください。�

�

第66回静岡県勤労者総合�
美術展出品作品募集�

　　（一社）静岡県労働者福祉協議会 �
（　054-221-6241）�

�

吉岡彌生記念館�
サポーター募集�

　　 吉岡彌生記念館（　74-5566）�
�

内容　掛川茶のPRイベント�

応募資格　お茶が好きな18歳以上の

女性（高校生は除く）。モデルなど

の専属契約がなく、現在ほかのコ

ンテストでミス・準ミスなどに該

当しない方�

選考方法　書類審査後、面接審査会

（3月21日（月・振））で6人を選考�

応募方法　申込書に必要事項を記入

の上、正面全身および上半身の写

真各1枚を添えて2月29日（月）ま

でに直接または郵送（〒436 -

8650 長谷1-1-1）で必着�

第28代掛川茶PRレディ募集�
　　掛川茶振興協会�

（お茶振興課内・　21-1216）�
�

※宅地内の水道修理は有料です。 　水道部（   27-0711）�
�

宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日）�

北　部（掛川区域）� 南　部（大東・大須賀区域）�

（株）浅岡工業 （ 24-2611）�

（有）諸星配管 （ 22-2975）�

（株）トダックス （ 26-2161）�

（有）松井管工 （ 23-0581）�

（株）マツイ健設 （ 23-8691）�

協和水道（株） （ 26-1331）�

（株）巧栄水道 （ 24-7661）�

（株）掛川水道設備 （ 24-8055）�

（株）まつだ配管 （ 26-3261）�

（有）エイケイ赤堀工事 （ 74-3340）�

（有）大城配管 （ 72-4685）�

（有）大澄設備 （ 48-4476）�

（有）河村設備工業 （ 74-3920）�

（有）北端工務店 （ 74-2445）�

（有）三久配管 （ 72-5030）�

シンワ設備（株） （ 24-3322）�

（有）静管興業 （ 72-4705）�

（有）土屋設備 （ 48-2093）�

�

3/ 5 （土）�

 6 （日）�

 12 （土）�

 13 （日）�

 19 （土）�

 20 （日・祝）�

 21 （月・振）�

 26 （土）�

 27 （日）�

3/ 5 （土）�

 6 （日）�

 12 （土）�

 13 （日）�

 19 （土）�

 20 （日・祝）�

 21 （月・振）�

 26 （土）�

 27 （日）�

�

�

ニューヨーク市にある国連国際学

校で日本語を学ぶ中高生（国籍はさ

まざま）の来訪に合わせて、ホストファ

ミリーと交流会参加者を募集します。

お気軽にお問い合わせください。�

①ホストファミリー�

英語はカタコトで十分です。交流

の輪を広げてみませんか。�

日程　3月25日（金）夕方に掛川着

3月26日（土）～28日（月）ホストファ

ミリーと過ごす�

　3月29日（火）朝掛川発�

対象　20家庭�

②中学生交流会�

とき　3月28日（月）午後1時30分～�

ところ　竹の丸（掛川）�

対象　市内の中学生20人�

参加費　無料�

応募方法　①②3月3日（木）までに電

話またはEメールで応募（応募順）�

国連国際学校中学生が来訪�
ホストファミリーと交流会�
参加者を募集します�

　　NPO法人掛川国際交流センター �
（　24-5595）�

kic@kakegawa-life.com�
�

目的　郷土の偉人を広く伝え、健康

づくりの普及に取り組む�

内容　講座・イベントの開催補助、美

化活動、来館者の対応など�

対象　18歳以上で、ボランティア活

動に理解と関心のある方若干名�

応募方法　3月6日（日）までに吉岡彌

生記念館、市役所社会教育課で配

布または市ホームページ内「吉岡

彌生記念館」からダウンロードし

た応募用紙を直接提出後、面接と

研修会に参加し選考�

ならここの里�
フリーマーケット出店者募集�
　　ならここの里（　25-2055） �

�
4月10日（日）にならここの里で開

催される桜まつりでのフリーマーケッ

ト出店者を募集します。�

募集区画　95区画（1区画4m×5.5m）�

出店料　2,000円/区画�

応募方法　2月22日（月）～29日（月）

に直接申し込みまたはハガキへ住所、

氏名、年齢、電話番号、主な出品物、

希望区画数、火気使用の場合は使

用する物を明記し郵送（〒436-

0332居尻179）で応募（応募順）�

�
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創部20年の節目に全国切符�
横高郷土芸能部が最優秀賞�12/13

「平成27年度静岡県高等学校総合文化祭」
郷土芸能部門が掛川市中央公民館ホールで開
催されました。伝承部門や和太鼓部門に10校
が出場。練習の成果を披露し合いました。�

横須賀高校郷土芸能部は大トリの10校目に

登場し三社祭礼囃子を披露。見事、最優秀賞
に輝きました。創部20年の節目の年に、9回
目の全国大会への切符を手中に収めました。�

▲息の合ったお囃子と踊りで観衆を魅了した部員たち�

12/18

和田岡小学校6年生32人が、社会科の授業
の一環で地元や市内の史跡・名所を学ぶ歴史
学習を行いました。�

児童らが最初に訪れたのは、各和区の長谷
川家。家主の信さん案内の下、敷地内にある
稲荷神社や土蔵、母屋を見学。この地が江戸
時代は遠州横須賀藩の領地だったことなど、
地元の歴史について学びました。�

▲長谷川家に代々伝わる刀やよろいの説明を受ける児童�

安心して暮らせるまちに�
消防出初式で一斉放水�1/4

平成28年掛川市消防出初式が、掛川城三の
丸広場で開催されました。長年消防に貢献し
た方などへの功労表彰や団員家族への感謝状、
無火災地区などへの表彰が行われました。�

式典後には、約780人の消防団員と20台の
消防車両による観閲行進や逆川沿いでの一斉
放水を披露。火災のない、安全で安心して暮
らせるまちづくりに向けて気持ちを新たにし
ました。�

▲逆川沿いで一斉に放水する消防団員たち�

中学生もまちづくりを�
東中学校で出前講座�1/15

東中学校で3年生を対象に「かけがわまち
づくり出前講座」が開催されました。�

選挙法改正で投票権が満18歳以上に引き下
げられたことから、中学生にも地域で活躍し
てもらおうと、市が初めて企画。松井市長が
講話でまちづくりへの参加を呼びかけたほか、
職員が協働の仕組みを説明しました。防災活
動や日ごろ行われる地域の行事なども、まち
づくりのひとつであることも紹介しました。�

▲松井市長の講話を聞く生徒たち�

さん�じゃ�さい�れい�ばや�し�

銘家の刀やよろいに興奮�
小学生が掛川の歴史を学ぶ�
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王将戦七番勝負第1局�
郷田王将が羽生名人を制す�1/10～11

▲熱戦を繰り広げた郷田王将（右）と羽生名人（左）�

▲決戦前日、徳川家康公のよろいをまとった郷田王将（右）と�
　山内一豊公のよろいをまとった羽生名人（左）�
�
�

広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。�
�

▲2016年元旦の国安海岸�
　鳥居越しの初日の出を望む�

新たな協定締結��
避難誘導に電柱広告を活用�
広告会社2社と協定�
�

若者や障がい者などの就労支援強化�
静岡労働局と雇用対策協定�

「掛川モデル」海岸防災林を育成�
県とヤマハモーターの3者で協定�

電柱広告を扱う中
電興業静岡支社と東
海広業の2社（とも
に静岡市）と12月14
日、避難誘導電柱広
告に関する協定を締
結しました。�

災害発生時に住民や観光客・仕事で訪れている
人などを最寄りの広域避難所へ誘導するため、両
社が広告主の募集、設置や維持管理などを行いま
す。看板の大きさは縦150㎝、横32㎝。広告のほ
かに、避難所名や距離、方向などが表示されます。�

市は12月21日、県
とヤマハモーターパ
ワープロダクツ（本
社・掛川市）との3
者で、「しずおか未
来の森サポーター」
協定を締結しました。�

協定では、現在沿岸部で整備が進む津波から命
を守る海岸防災林強化事業「掛川モデル」の防潮
堤3,140㎡へ、同社が植樹・育樹活動や苗木を購
入するための資金提供などを行い、市や県はその
支援を行います。�

市は12月18日、雇用や労働
環境の改善と就業支援の強化
を図るため、静岡労働局と雇
用対策協定を締結しました。�

同協定で定める「雇用対策
協定に基づく事業計画」に基
づき、若年者の就労促進や自

立支援をはじめ、高齢者、子育て中の方、障がい
者、生活困窮者に関して連携し取り組みます。�

また、商工会議所などの団体も加えた運営協議
会を年度内に立ち上げ、事業内容の検討や進捗状
況の管理をしていきます。�

　郷田真隆王将に羽生善治名人が挑む第65期
王将戦七番勝負の第1局が1月10日から2日間、
二の丸茶室で行われ、郷田王将が87手で初戦
を制しました。掛川での王将戦は平成22年か
ら7年連続、七番勝負の行方を左右する第1局
開催は5年連続となります。�
　また、両日開かれた大日本報徳社での大盤
解説には多くの将棋ファンが集まり、プロ棋
士の解説を聴きながら熱戦を見守りました。�

まさ�たか�
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東京都在住。掛川東高校卒業後

は漫画家を目指し上京。平成2年

に掛川を舞台にした高校サッカー

漫画「シュート !」で鮮烈デ

ビュー。TVアニメ化されるなど、

不朽の名作として人気を博す。

平成6年には講談社漫画賞を受賞。

現在は掛川を舞台にした高校バ

レーボール漫画「アタック!!」

を雑誌で連載中�

�

17

人

目

の

親

善

大

使

に

委

嘱

さ

れ

た

の

は

、

大

渕

出

身

の

大

島

司

さ

ん

。

発

行

部

数

5

0

0

0

万

部

と

い

う

不

朽

の

名

作

「

シ

ュ

ー

ト

!

」

を

生

み

出

し

、

現

在

は

雑

誌

で

「

ア

タ

ッ

ク

!!

」

を

連

載

す

る

な

ど

、

第

一

線

で

活

躍

し

て

い

る

人

気

漫

画

家

で

す

。

�

ど

ち

ら

の

作

品

も

掛

川

の

高

校

が

舞

台

。

掛

川

市

の

知

名

度

向

上

に

大

き

く

貢

献

し

続

け

て

き

ま

し

た

。

デ

ビ

ュ

ー

25

年

を

記

念

し

、

今

年

1

月

か

ら

二

の

丸

美

術

館

で

開

催

し

て

い

る

地

元

初

の

原

画

展

（

2

月

14

日

ま

で

）

の

開

会

式

で

、

松

井

市

長

か

ら

委

嘱

書

が

手

渡

さ

れ

ま

し

た

。

�

「

勝

手

に

掛

川

を

名

乗

っ

て

い

た

よ

う

な

も

の

で

す

。

作

品

の

舞

台

は

、

私

が

掛

川

東

高

校

に

通

っ

て

い

た

の

で

、

わ

か

る

範

囲

の

中

だ

と

イ

メ

ー

ジ

で

き

て

描

き

や

す

い

ん

で

す

」

�

毎

年

帰

省

す

る

時

に

市

内

を

撮

影

し

作

品

の

素

材

に

す

る

と

い

う

大

島

さ

ん

。

作

中

で

は

掛

川

の

地

名

の

み

な

ら

ず

、

見

慣

れ

た

風

景

が

随

所

に

登

場

し

ま

す

。

登

場

人

物

の

名

前

も

地

元

の

同

級

生

が

ヒ

ン

ト

。

大

島

作

品

の

原

点

は

、

ま

さ

に

ふ

る

さ

と

掛

川

に

あ

り

ま

し

た

。

�

「

実

は

、

連

載

中

の

『

ア

タ

ッ

ク

!!

』

で

も

、

市

内

の

高

校

校

舎

を
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デ

ル

に

し

て

い

る

ん

で

す

」

。

笑

顔

で

裏

話

も

披

露

し

て

く

れ

ま

し

た

。

�

中

学

時

代

か

ら

プ

ロ

を

目

指

し

、

そ

の

夢

を

か

な

え

た

大

島

さ

ん

。

教

育

・

文

化

日

本

一

を

目

指

す

掛

川

で

、

夢

を

追

い

か

け

た

り

、

プ

ロ

を

目

指

し

た

り

す

る

子

ど

も

た

ち

へ
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メ
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セ

ー

ジ

は

「

大

志

を

抱

け

!

」

。

ス

ポ

根

漫

画
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よ

う

に

世

界

を

目

指
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く

ら
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の

が
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ゃ

ら

さ

や

熱

さ

が
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だ

と
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ま

す

。

�

こ

の

ブ

レ

な

い

思

い

が

、

今

描

い

て

い

る

作

品

で

も

、

若

い
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や

子

ど

も

た

ち

に

熱

く
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っ
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う
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め
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ジ
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込
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ら

れ
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ま

す

。

�

「

夢

は

無

理

な

く

ら

い

大

き

く

も
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な
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と

夢

じ

ゃ

な
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。
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て
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で

す

ね

」

�

きんじろうくん�

15

▲ラベルの色は3種類。青は原材料そのままのスパイス、�
　緑はハーブ系、赤はミックススパイスだよ。�

大渕地区�

株式会社ギャバン�
プロ御用達の香辛料�

家庭向け製品のほとんどが掛川産�

ふるさと親善大使を委嘱�

大渕出身・漫画家 大島 司さん�

�

�

夢は無理なくらい大きく!�
�

全

国

の

ラ

ー

メ

ン

店

や

レ

ス

ト

ラ

ン

、

ホ

テ

ル

で

よ

く

見

る
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料

「
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A

B
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N

」

。

プ

ロ
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ェ
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が

家

庭

向

け

の

販

売

に

難

色

を

示

し

た

こ
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あ

る

、
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理

人
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ら
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を
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で

す
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年
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が
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手
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と
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。

こ

の

専

門

性

と

高

い

安

全

性

で

、

全

国

の

料

理

愛

好

家

ら

の

心

を
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す

。
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を
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が
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、
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�

レポーター記事�
随時掲載中！�

�

二次元�
コード�
�

住民基本台帳人口 117,609人 （＋33） 58,740人（－  4） 58,869人（＋37） 42,819（＋45）�

 日本人 114,084人 （－24） 57,126人（－19） 56,958人（－  5） 41,092（＋  3）�

 外国人 3,525人 （＋57）   1,614人（＋15）   1,911人（＋42）   1,727（＋42）�

人数世帯数（前月からの増減）� 男�
�

女� 世帯数�
�

二次元コード�
携帯電話webサイト�
「モバイル掛川」�

2
・
3
月�

�

ごみの休日受け入れ�
　環境資源ギャラリー（　23-2273）�

と　き 2/13（土）・28（日）、3/12（土）・27（日）�

 　9：00～11：30

精神保健福祉総合相談�
　　西部健康福祉センター掛川支所（　22-3263）�

と　き　2/23（火）、3/22（火）13：00～（事前予約制）�

ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）�

�

献血　　福祉課（　21-1140）�

と　き　2/16（火）、3/15（火）9：30～13：20�

ところ 市役所北側駐車場�

※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。�

��

市民広報レポーター
の記事（写真・映像）
は、随時、市ホーム
ページで紹介してい
ます 。インターネッ
ト検 索 サ イトか ら
「掛川」「市民広報
レポーター」で検索
してください。�

■市の人口（1月1日現在）�

冬

の

国

安

海

岸

で

浮

島

現

象

冬

の

国

安

海

岸

で

浮

島

現

象

�

�冬

の

国

安

海

岸

で

浮

島

現

象

�

�

編
集
後
記
は
、
広
報
担
当
が
3

人
で
順
番
に
書
い
て
い
ま
す
。
1
年

に
4
回
。
何
を
書
く
か
毎
回
悩
み

ま
す
。
最
近
驚
い
た
こ
と
、
感
動
し

た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
…
頭
に

浮
か
ぶ
ネ
タ
は
ど
れ
も
取
材
の
こ
と
。
�

王
将
戦
で
間
近
に
拝
見
し
た
プ

ロ
棋
士
、
消
防
出
初
式
の
一
斉
放

水
で
で
き
た
き
れ
い
な
虹
、
き
ん
じ

ろ
う
が
磐
田
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
っ

ぺ
い
」
の
お
誕
生
会
で
来
場
者
に
も

ら
っ
た
声
援
。
今
年
は
、
私
生
活
も

こ
の
く
ら
い
充
実
さ
せ
た
い
。
そ
う

思
っ
た
年
明
け
で
し
た
。
　
　
（
岡
）
�

�

�

�

前

沢

一

輪

車

ク

ラ

ブ

「

ア

ル

ス

ノ

ー

バ

」

の

ク

ラ

ブ

創

立

20

周

年

を

記

念

し

た

演

技

発

表

会

が

12

月

23

日

、

前

沢

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

�

ラ

テ

ン

語

の

「

新

芸

術

」

が

由

来

と

な

る

ア

ル

ス

ノ

ー

バ

は

、

平

成

8

年

4

月

に

結

成

さ

れ

た

前

沢

町

一

輪

車

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

「

ユ

ニ

サ

イ

ク

ル

ド

リ

ー

マ

ー

ズ

」

が

前

身

。

こ

れ

ま

で

、

全

日

本

一

輪

車

競

技

大

会

に

12

年

連

続

出

場

し

、

市

内

外

の

イ

ベ

ン

ト

へ

の

参

加

や

施

設

訪

問

な

ど

地

域

貢

献

に

も

積

極

的

に

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

�

観

客

で

会

場

が

埋

め

尽

く

さ

れ

る

中

、

披

露

さ

れ

た

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

「

美

女

と

野

獣

」

で

は

、

優

雅

な

雰

囲

気

と

一

輪

車

特

有

の

ス

ピ

ー

ド

感

溢

れ

る

動

き

が

見

事

に

調

和

。

演

技

、

衣

装

、

照

明

、

音

楽

が

一

体

と

な

っ

た

感

動

的

な

ス

テ

ー

ジ

に

観

る

者

全

て

が

引

き

込

ま

れ

て

い

ま

し

た

。
�

�

広報かけがわH28.2

�

▲光の屈折が幻想的な風景をつくりだす浮島現象�

�

姉妹都市　岩手県奥州市�

つなげる・つながる　みちのく魅力発信�

�

輝
き
続
け
た
20
年
こ
れ
か
ら
も
�

ア
ル
ス
ノ
ー
バ
創
立
20
周
年
記
念
演
技
発
表
会
�

��

▲華麗な舞で創立20周年に華を添えた�

�

Oshu�
�

�

午
後
4
時
過
ぎ
、
国
安
海
岸
か
ら
見
た
西
の
水
平
線
上
に

浮
島
現
象
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
�

浮
島
現
象
と
は
、
遠
方
の
島
や
船
、
街
な
ど
の
風
景
が
海

面
か
ら
浮
か
ん
で
見
え
る
蜃
気
楼
の
一
種
で
す
。
冬
の
寒
い

日
に
起
こ
り
や
す
く
、

県
西
部
地
域
沿
岸
の

町
並
み
が
浮
か
び
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
�

こ
の
日
は
肉
眼
で

も
浜
松
市
の
ア
ク
ト

シ
テ
ィ
ま
で
確
認
で

き
る
ほ
ど
の
晴
天
に

恵
ま
れ
、
夕
日
に
照

ら
さ
れ
た
海
岸
に
は

ボ
ラ
釣
り
を
楽
し
む

人
の
姿
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
�

し
ん
�
き
�
ろ
う
�

取
材
　
12
月
18
日
　
松
下
文
香
（
中
）
�

�

あ
や
�か
�

23
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「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
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